
　 日本の海は、海洋生物地理学的にイ ン ド －西太平洋区（ 熱帯区・

亜熱帯区）、 東亜区（ 温帯区）・ 北太平洋区（ 亜寒帯区・ 寒帯区）

の３ 地理区に属し ている が、 東亜区はさ ら に暖温帯区・ 中間温帯

区・ 冷温帯区に区分さ れる 。 従っ て日本近海の海岸を 含む浅海（ 水

深2 0 0 m以浅） における 海洋生物は、 熱帯から 温帯、 寒帯までの

こ の7 帯区に分布し ている 。 こ のよ う な背景から 日本列島の各所

では多様な生物分布が見ら れ、 南北および日本海側と 太平洋側の

地域間には特異的な動物相が展開し ている 。

　 本県の生物地理区は、 島根半島日御碕を 起点に南北に分ける よ

う に北側は中間温帯区、南側は暖温帯区の動物相が展開し ており 、

島根県の海域にはそれぞれの海区の北限と 南限の生物が共に分布

し ている こ と になる 。 日本海は地球史的に成立し てから まだ時間

が短いため、 一般的には生物多様性は他の海域に比べて低いと さ

れるが、 高温、 高塩分の対馬暖流の影響を 受けて、 暖流系種の分

布は太平洋側よ り も 高緯度まで広がっ ている 。 こ のよ う に島根県

の沿岸域は海洋生物地理学的特殊性が存在する 。

　 国立環境研究所は、 近年の海水温上昇に対応し て日本の温帯域

でサン ゴ分布が北へと 拡大し ている 証拠を 示し 、 その拡大速度が

1 4 k m/年に達し ている こ と を 明ら かにし ている。 一方で、 海洋

生物の多く は生活史の中で海流に乗っ て移動が可能である 事、 さ

まざ まな環境的要因によ っ て1 0 ～2 0 年の周期で変動する 一次的

な“ 擬集団” か、 明ら かに“ 土着” の種群である かの確認が必要

な事、 こ の点が今回のレ ッ ド データ ブッ ク 掲載種と し て選定する

重要なポイ ント になっ ている 。

　 本県のサンゴ類は対馬暖流の影響が強い隠岐諸島、 島根半島の

岩礁域を 中心に、 八放サンゴの仲間であるヤギ目のイ ソ バナやウ

ミ カ ラ マツ、 六放サンゴ の仲間であるイ シサンゴ目（ 非造礁性お

よ び造礁性） が透明度の高い海域に生息し ている。 こ れまでの学

術的調査によっ て明ら かにさ れた隠岐諸島、 島根半島日御碕地区

のイ シサンゴ目は8 科19 種に及ぶ（ 幸塚 2 0 0 6 ）。 ビワガラ イ シ科

フ タ リ ビワガラ イシ、 ミ ド リ イシ科ニホンアワサンゴ、 アミ メ サン

ゴ科アミ メ サンゴ、 ベルベッ ト サンゴ、 チョ ウジガイ 科アオチョ ウ

ジガイモド キ、 センスガイ 科ツボセンスガイ、 ニイノ タ コ アシサン

ゴ、キク メ イシ科キク メ イシモド キ、キサンゴ科ジュウジキサンゴ、

キサン ゴ、 ヘン ペイ キサン ゴ、 ナガイ ボキサンゴ、 イ ボヤギ、 タ

バネイ ボヤギ、 ムツサン ゴ、 ツボサンゴ2 種(未同定)、 シオガマサ

ンゴ科ジュズサンゴ、 シオガマサンゴである。 こ のう ち造礁性イシ

サンゴ類はニホンアワサンゴ、 アミ メ サンゴ、 ベルベッ ト サンゴ、

キク メ イシモド キの4 種で、 塊状～被覆状の生息が確認さ れたのみ

で、 こ れら の種は生息群体数も 少なく 散在的な分布を 示す個体群

であり 、 内湾の浅海域あるいは外洋に近く ても 水深の深い環境に

局所化する 傾向が認めら れる。 こ れら のイ シサンゴ 類は本県が生

息北限と 考えており 、 他の造礁サンゴ種より も 低水温や濁り と いっ

た厳し い環境条件下で生息できる耐性を持っ ていると 推定さ れる。

　 今回選定し た八放サン ゴ類のイ ソ バナはやや広範囲に分布が見

ら れる 比較的安定し た種である が、 水深2 ー1 0 m以内の浅海にも

生息し ている こ と から 容易に採集さ れ、 ネッ ト 通販によ る 売買な

ど人為的な影響を特に受けて近年生息数が激減し ている 。 また堤

防建設、 港湾浚渫作業等の海事工事、 油汚染や漂着物によ り その

生息域が脅かさ れる 危険性がある こ と が選定し た理由である 。

　 六放サンゴ類のニホンアワサンゴ、 イボヤギ、 ムツサンゴの3 種

は、 透明度の高い海域に見ら れるこ と から 、 海洋汚染の指標生物

と し て選定し た。 ニホンアワサンゴは本県が北限、 ムツサンゴはシ

オガマサンゴと と も には日本海北部に分布する種であるこ と から 、

本県が南限と 考えているこ と が選定理由である。 イ ボヤギは広範

囲に分布が見ら れる比較的安定し た種であるが、 イソ バナと 同様に

採集などによる人為的な影響を受けやすく 生息数が減少し ている。

　 隠岐諸島およ び島根県沿岸域は、 日本海特有の海洋現象がこ の

海域に生息する 温帯域の生物に与える 影響は非常に大き い。 南か

ら の対馬暖流と 北から のリ マン 寒流の勢いの強弱による 海水温度

変化、 冬の季節風の吹き 出し によ る 深海の冷水湧流の影響など、

不安定な環境の中で、 常に生息が脅かさ れるギリ ギリ の状況の中

で生き 続けている と 思われ、 1 0 ～2 0 年の周期でかれら を 見守っ

ていく 必要がある。 島根県沿岸部のサン ゴ類の生物地理学的研究

は非常に乏し く 、 今後の調査次第では生息種の増加や生息域が拡

大する 可能性が多大である。 特に、 外洋から 遮蔽さ れた小さ な湾

や入り 江、 外洋に近く ても 水深が深く 波浪によ る 海中の攪乱の影

響を 受けない環境域における さ ら なる 調査が期待さ れる 。

（ 秋吉英雄）

概説 サンゴ類

サンゴ類掲載種一覧 計4 種

準絶滅危惧（ N T ）
• イ ソ バナ ○ニホン アワサンゴ • イ ボヤギ

• ムツ サンゴ 計4 種

【 記号説明】

• ： カ テゴリ ー区分変更なし の種（ 3 種）

↑： 上位のカ テゴリ ー区分への変更種（ 0 種）

↓： 下位のカ テゴリ ー区分への変更種（ 0 種）

○： 新規掲載種（ 1 種）

◇： 情報不足から の変更種（ 0 種）

◆： 情報不足への変更種（ 0 種）

【 掲載順の準拠文献等】

　 原色検索　 日本海岸動物図鑑Ⅰ　 保育社

サ
ン
ゴ
類

301301



選定理由

　 比較的に浅海の潮の流れが良い外洋に面し た岩壁に生息し ているこ と

から 、 シュ ノ ーケリ ングなどで容易に採集さ れやすい。 生体および加工

品の売買などによる人為的な影響を特に受けやすく 近年生息数が激減し

ている。 また堤防建設、 港湾浚渫作業等の海事工事、 油汚染や漂着物に

より その生息域が脅かさ れる危険性がある。

概　 　 要

　 紅色、 朱色、 黄色など色の変化に富み、 高さ 、 幅と も に2 0 cmまでの

一平面状で、 し ばし ば癒着し て網状の扇形の群体を 作る。 ポリ プは枝の

両側と 上面に配列し 、 花夾の中に完全に退縮する。 日本海側における生

息域は、 男鹿半島以南から 九州南西部の岩礁壁にみら れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 潮の流れがはやい岩礁壁、 水深2 ー1 0 mのと こ ろ で集団の群生を作っ

て生息し ている。

存続を脅かす原因

　 人為的な採集および海岸域の埋め立ておよび生活廃水などの流出によ

る海水の汚濁。 漂着ゴミ による生息環境の悪化。

（ 執筆者： 秋吉　 英雄）

●参考文献

秋吉英雄（ 2 0 0 2 ） 海辺の博物学　 島根県の海辺の生物たち ． 4 2 pp . (財)島根ふれあい環境財団2 1 .
海中公園セン タ ー（ 1 9 7 3 ） 島根県海中公園学術調査報告書． 7 6 pp．
波部忠重（ 1 9 7 1 ） 大社町日御碕沿岸の無脊椎動物相． 日御碕海岸海中公園調査報告書: 3 1 -3 8 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 秋吉英雄

準絶滅危惧（ N T ）

イ ソ バナ
花虫綱八放サンゴ亜綱ヤギ目イ ソ バナ科

M elith ae a  ja p o n ica

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 生息群体数も 少なく 散在的な分布を示す個体群で、 内湾の浅海域ある

いは外洋に近く ても 水深の深い環境に局所化する傾向が認めら れる。 日

本海においては隠岐諸島が生息域の北限と 考えら れる 。

概　 　 要

　 群体は半球状で1 0 cm以下の小型の塊状、 ポリ プは通常は緑色を 呈し

ている。 水深1 0 ー2 0 mの岩礁域に生息し ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐諸島では、 外洋から 遮蔽さ れた小さ な湾や入り 江、 外洋に近く て

も 水深が深く 波浪によ る 海中の攪乱の影響を 受けない環境域に生息す

る。 島根半島においては1 0 m以深の比較的に浅い海藻群落中に出現す

る場合も ある。

存続を脅かす原因

　 比較的深所に分布し ているが、 冬の季節風の吹き 出し による深海の冷

水湧流の影響によ る海水温度変化に加え、 波浪や潮流への耐性は低い。

（ 執筆者： 秋吉　 英雄）
●参考文献

野村恵一・ 梶村光男・ 内田紘臣（ 1 9 9 4 ） 隠岐諸島における 造礁性イ シサンゴ類について． 海中公園情報, (1 0 6 ):７ -1 1 .
杉原 薫・ 園田 直樹・ 今福 太郎・ 永田 俊輔・ 指宿 敏幸・ 山野 博哉（ 2 0 0 9 ） 九州西岸から 隠岐諸島にかけての造礁サン ゴ群集の緯度変化． 日本サンゴ礁学会誌, 1 1 :5 1 -6 7 .
波部忠重（ 1 9 7 1 ） 大社町日御碕沿岸の無脊椎動物相． 日御碕海岸海中公園調査報告書: 3 1 -3 8 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 安部和人（ 隠岐の国ダイ ビング）

準絶滅危惧（ Ｎ Ｔ ）

ニホンアワサンゴ
花虫綱六放サンゴ亜綱イ シサンゴ目ミ ド リ イ シ科

Alveo p o ra  ja p o n ica

ー ー
準絶滅危惧
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選定理由

　 水深2 ー1 0 m以内の浅海に生息し ているこ と から 容易に採集さ れやす

い。 ネッ ト 通販による売買など人為的な影響を特に受けやすく 、 近年生

息数が激減し ている。 また堤防建設、 港湾浚渫作業等の海事工事、 油汚

染や漂着物により その生息域が脅かさ れる危険性がある。

概　 　 要

　 群体は塊状で1 cm前後の円筒形のサン ゴ個体が並んでおり 、 全体の

大き さ は径1 0 cm以下が多い。 褐虫藻を 持たないので、 岩陰に生息する

こ と が多い。 群体の色は赤色、 橙色、 黄色が多い。 日本海側における生

息域は、 本州中部以南に普通に見ら れ、 地域変異が多い種である。

県内での生息地域・ 生息環境

　 潮の流れの速い外洋の岩礁壁から 内湾の岩陰までさ まざまな環境に集

団で群生し て生息し ている。 隠岐諸島では傾斜し た岩盤一面に大集団で

生息する箇所が見ら れる。 イ ソ バナと よく 混棲し て生息し ている。

存続を脅かす原因

　 人為的な採集および海岸域の埋め立ておよび生活廃水などの流出によ

る海水の汚濁。 漂着ゴミ による生息環境の悪化。

（ 執筆者： 秋吉　 英雄）

●参考文献

幸塚久則・ 秋吉英雄（ 2 0 0 6 ） 隠岐の島周辺海域から 採集さ れた浅海産非造礁性イ シサンゴ類． 日本生物地理学会会報， 6 1 :5 3 -6 6 .
野村恵一・ 梶村光男・ 内田紘臣（ 1 9 9 4 ） 隠岐諸島における 造礁性イ シサンゴ類について． 海中公園情報, (1 0 6 ):７ -1 1 .
波部忠重（ 1 9 7 1 ） 大社町日御碕沿岸の無脊椎動物相． 日御碕海岸海中公園調査報告書: 3 1 -3 8 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 秋吉英雄

準絶滅危惧（ N T ）

イ ボヤギ
花虫綱六放サンゴ亜綱イ シサンゴ目キサンゴ科

Tu b astrae a  fo u lkn e ri

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 生息群体数も 少なく 散在的な分布を示す個体群で、 内湾の浅海域の岩

の割れ目や海藻類の根本の岩盤上に局所化する傾向が認めら れる。 陸奥

湾が模式産地で、 日本海側における生息域はこ れまで若狭湾以北の日本

海沿岸に生息する北方種であっ たが、 隠岐諸島が生息域の南限と 考えら

れる。

概　 　 要

　 群生性に岩礁域で見ら れ、 薄い根様で連結さ れた円筒形の群体を形成

し ており 、 共肉および触手と も 鮮やかな黄色をし ている。 比較的浅い海

域の平坦部のあまり 日の当たら ない薄暗い場所に見ら れる こ と も あり 、

ホンダワラ 類が生育する仮根周辺にも 生育し ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐諸島では潮の流れのはやい岩礁壁で水深5 ー1 0 mのと こ ろ に群生

し ているが、 生息地は限局し ている。

存続を脅かす原因

　 南から の対馬暖流と 北から のリ マン 寒流の勢いの強弱による海水温度

変化、 沿岸域の堤防の設置や埋め立てなどの漁港の整備・ 拡張に伴う 生

息環境の破壊が懸念さ れる。

（ 執筆者： 秋吉　 英雄）

●参考文献

幸塚久則・ 秋吉英雄（ 2 0 0 6 ） 隠岐の島周辺海域から 採集さ れた浅海産非造礁性イ シサンゴ類． 日本生物地理学会会報， 6 1 :5 3 -6 6 .
野村恵一・ 梶村光男・ 内田紘臣（ 1 9 9 4 ） 隠岐諸島における 造礁性イ シサンゴ類について． 海中公園情報, (1 0 6 ):７ -1 1 .
波部忠重（ 1 9 7 1 ） 大社町日御碕沿岸の無脊椎動物相． 日御碕海岸海中公園調査報告書: 3 1 -3 8 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 幸塚久典

準絶滅危惧（ N T ）

ムツサンゴ
花虫綱六放サンゴ亜綱イ シサンゴ目キサンゴ科

Rh izo p sam m ia  m in u ta  m u tsu en sis

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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